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新学習指導要領の意義・特徴，
そして授業実践に向けて
金本  良通　［日本体育大学教授］

１．歴史に残る大改訂
　今日の世界的な動向と我が国の研究を踏
まえて，新学習指導要領は，すべての教科
等さらには総則に至るまでの全体像を変更
するという大改訂となった。すでに学習指
導要領および解説が公表となり，その姿が
具体的な形で私たちの前に現れている。こ
こでは，新学習指導要領を受け止めるにあ
たって留意すべきいくつかのことを述べて
おきたい。
　第１に，今日の世界的な動向の特徴が，
1980 年代以降の諸能力育成の重視にあると
いうことである。その流れの中に PISA 型
学力も位置づいている。新学習指導要領は
その流れに沿って，「育成を目指す資質・
能力」という言葉を用いているし，「生き
る力」も改めて捉え直されている。『中学
校学習指導要領解説・数学編』（以下，引用
は本解説より）には，「汎用的な能力の育
成を重視する世界的な潮流を踏まえつつ」
（p.3）という記述を見ることもできる。
　第２に，汎用的な能力の育成を展望する
ことから「教育課程全体を通して育成を目
指す資質・能力」（p.3）を捉えることとなり，
教科等における学習とともに教科等横断的
な学習を充実することが期待されている。
これらはカリキュラム・マネジメントの推
進として示されることにもなるが，教科等
の中においては，「単元や題材など内容や
時間のまとまりを見通して」（pp.3-4）重点
化を図っていくこととして現れているし，

教科を越えていくことへと期待もされてい
る。
　第３に，諸能力育成の重視からは，活動
の経験から「方法」の獲得，そして「方法知」
（p.26）にまで高めていくという道筋が意識
されている。また，そのときに，数学的な
内容の理解とは切り離されたものにならな
いように「深い学び」（pp.3-4）の実現が主
唱されている。
　これらのことを，教科の側からと教育課
程全体の側からの接近によって展開しよう
としているのが，新学習指導要領編成原理
とでもいうようなものである。そのことを
具体化した学習指導要領であり，その意味
で，歴史に残る大改訂ということができよ
う。そのことを踏まえて数学科の改訂を捉
えておかないと，内容としての知識・技能
だけに目を向けていると小さな改訂にしか
見えてこないことになる。

２．改訂された数学科の特徴
⑴　目標
　教科目標は，次の総括目標（『中学校学
習指導要領解説・数学編』では「柱書」と
している）とともに，資質・能力の三つ柱
にそった具体目標とで構成されている。
　「数学的な見方・考え方を働かせ，数学
的活動を通して，数学的に考える資質・能
力を次のとおり育成することを目指す。」
　このような構成の仕方は，各教科等で共
通しているし，総括目標の記述の構造も「～
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見方・考え方を働かせ，～活動（過程など）
を通して，～資質・能力を育成する」とい
うことでほぼ共通している。教科等を越え
た汎用的な目標へと接続しやすいように意
図されている。また，数学科の総括目標は，
小・中・高等学校ともに共通なものとして
示され（p.30），教科としての一貫性を明確
にしている。そして，教科の特性として，「数
学的な見方・考え方を働かせ」，「数学的活
動を通して」の 2点が重要な部分であり，
授業化において留意していく必要のあるも
のである。数学的な見方・考え方について
は，我が国の数学教育の根幹に位置づいて
いる創造的活動の実現という理念を含んだ
ものであり，そのことが「統合的・発展的
に考える」活動を目標や内容の解説におい
て重視することとなっている。

⑵　領域
　領域の構成は従来と変わりがなく，領域
名の変更で「Dデータの活用」となってい
る点が注目される。この「Dデータの活用」
は小・中学校ともに共通なものとなってお
り高等学校でも引き継がれるものであるが，
世界的な潮流の我が国での現れ方というこ
とができよう。そこでは，単にグラフの読
み書きだけではなく，統計的な問題解決の
方法の理解の上での活動が期待されている
（pp.54-56）。なお，統計的な内容の充実は
世界的な潮流であり，国によっては教科を
独立させたり，教科名に統計を掲げたりす
る場合もある。

⑶　数学的活動
　数学的活動は，数学的な問題発見・解決
の過程の２つの部分とその過程での説明し
伝え合う活動について重視し，資質・能力
へとつなげるのに重要な役割を果たすもの
となっている。小学校から一貫的に位置付
いており，とりわけ小学校 4年からは基本

的に同様のものとなっている。これらの活
動に一貫的に取り組み，かつ，子ども達に
身に付けさせていくべき「方法」となって
いる。

⑷　内容の記述
　指導内容の示し方は，各領域とも，内容
項目ごとに，知識・技能，そして，思考力・
判断力・表現力等に区分されて示されてお
り，このようなスタイルは，各教科でおお
むね共通している。学習指導要領全体を通
して資質・能力を育成することの整合性・
一貫性を明確にするためのものであり，教
科横断的な汎用的能力へとつなげるための
ものでもある。
　数学科では，例えば１年の「A数と式」
領域の正の数・負の数に関わって「次のよ
うな思考力，判断力，表現力等を身に付け
ること」として，「ア算数で学習した数の
四則計算と関連付けて，正の数と負の数の
四則計算の方法を考察し表現すること。
イ正の数と負の数を具体的な場面で活用す
ること。」が示されている。正の数・負の
数についての知識・技能の習得の過程等で
このような思考力・判断力・表現力を身に
付け高めていくことが求められる。

３．授業実践に向けて
　前述のような内容記述は，単元や題材の
設計において思考力・判断力・表現力を身
に付け高めていくための重点化の工夫など
「深い学び」の実現の位置づけに，私たち
の関心を向けることになる。また，新たな
教科目標や数学的活動の充実は，授業実践
において，数学的な見方・考え方を働かせ
ること，学習過程（数学的活動）の充実と
意識化，そこで機能している見方・考え方
の顕在化と共有，等に目を向かわせること
になるであろう。
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１． 年間の授業時数
　現行時数からの変更はない。
� （学校教育法施行規則）
　第１学年…140 時間
　第２学年…105 時間
　第３学年…140 時間

２． 育成すべき資質・能力に基づく枠組みの
採用
　教科の「目標」が，前文と，資質・能力の
三つの柱に対応した⑴，⑵，⑶とで構成され
ている。
　⑴�知識・技能
　⑵�思考力・判断力・表現力等
　⑶�学びに向かう力・人間性等
　各学年の「目標」も，この三つの柱に対応
する形で示されている（全学年共通）。さらに，
各学年の「内容」についても，アは「知識・
技能」，イは「思考力・判断力・表現力等」を
示す形式になっている。

３． 数学的な見方・考え方
　教科の「目標」の前文において，「数学的な
見方・考え方」を働かせ，数学的活動を通して，
数学的に考える資質・能力を次のとおり育成
することを目指すとされている。なお，『中学
校学習指導要領解説・数学編』には，「数学的
な見方・考え方」のうち，「数学的な見方」に
ついては，「事象を数量や図形及びそれらの関
係についての概念等に着目してその特徴や本
質を捉えること」，「数学的な考え方」につい
ては，「目的に応じて数，式，図，表，グラフ
等を活用しつつ，論理的に考え，問題解決の

過程を振り返るなどして既習の知識及び技能
等を関連付けながら，統合的・発展的に考え
ること」とされている。また，以上のことから，
「数学的な見方・考え方」は，「事象を，数量
や図形及びそれらの関係などに着目して捉え，
論理的，統合的・発展的に考えること」と整
理されている。

４． 数学的活動
　各学年の「内容」において，「Ａ�数と式」，「Ｂ�
図形」，「Ｃ�関数」及び「Ｄ�データの活用（「資
料の活用」からの名称変更）」の学習やそれら
を相互に関連付けた学習において，次のよう
な数学的活動に取り組むものとするとされて
いる。（かっこ内は第２学年・第３学年の記述）
また，現行学習指導要領の「イ�利用する活動」
がアに，「ア�伝え合う活動」がイにそれぞれ示
されている。
　ア�　日常の事象（や社会の事象）を数理的

に捉え，数学的に表現・処理し，問題を
解決したり，解決の過程や結果を振り返っ
て考察したりする活動

　イ�　数学の事象から（見通しをもって）問
題を見いだし解決したり，解決の過程や
結果を振り返って統合的・発展的に考察
したりする活動

　ウ�　数学的な表現を用いて筋道を立てて（論
理的に）説明し伝え合う活動

　なお，小学校算数科でも，「算数的活動」を「数
学的活動」に名称を変更し，各学年の内容に
位置付け，その枠組みを示している。

特集　新学習指導要領を読み解く！

中学校数学学習指導要領　改訂の要点
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特集▶新学習指導要領を読み解く！

５． 各学年の主な変更点

○�…�中学校の学年間で移行する内容
◎�…�中学校で新規に指導する内容
◆�…�中学校から小学校へ移行する内容
◇�…�小学校から中学校へ移行する内容

【第１学年】
◇�用語「素数」� ←�小学校第５学年から
○�自然数を素数の積として表すこと
� ←�中学校第３学年から
◆�用語「平均値，中央値，最頻値，階級」
� →�小学校第６学年へ
◎�用語「累積度数」
○�多数の観察や多数回の試行による確率
� ←�中学校第２学年から
○�誤差や近似値，a× 10n の形の表現
� →�中学校第３学年へ

【第２学年】
◎�用語「反例」
◎�四分位範囲や箱ひげ図
○�多数の観察や多数回の試行による確率
� →�中学校第１学年へ

【第３学年】
○�自然数を素因数に分解すること
� →�中学校第１学年へ
○�誤差や近似値，a× 10n の形の表現
� ←�中学校第１学年から

６． 主体的・対話的で深い学び
　「第３　指導計画の作成と内容の取扱い」に
おいて，「単元など内容や時間のまとまりを見
通して，その中で育む資質・能力の育成に向
けて，数学的活動を通して，生徒の主体的・
対話的で深い学びの実現を図るようにするこ
と。その際，数学的な見方・考え方を働かせ
ながら，日常の事象や社会の事象を数理的に
捉え，数学の問題を見いだし，問題を自立的，

協調的に解決し，学習の過程を振り返り，概
念を形成するなどの学習の充実を図ること」
という指導計画作成上の配慮事項が新設され
た。

７． 考えを表現し伝え合うなどの学習活動
　「第３　指導計画の作成と内容の取扱い」に
おいて，「思考力，判断力，表現力等を育成す
るため，各学年の内容の指導に当たっては，数
学的な表現を用いて簡潔・明瞭・的確に表現
したり，互いに自分の考えを表現し伝え合っ
たりするなどの機会を設けること」という内
容の取扱いの配慮事項が新設された。

８． 具体的な体験を伴う学習，観察や操作，  
実験などの活動
　「指導計画の作成と内容の取扱い」において，
「各領域の指導に当たっては，具体物を操作し
て考えたり，データを収集して整理したりす
るなどの具体的な体験を伴う学習を充実する
こと」や「各領域の指導に当たっては，観察
や操作，実験などの活動を通して，数量や図
形などの性質を見いだしたり，発展させたり
する機会を設けること」といった内容の取扱
いや数学的活動の取組についての配慮事項が
新設された。

９．障害のある生徒への指導
　「指導計画の作成と内容の取扱い」において，
「障害のある生徒などについては，学習活動を
行う場合に生じる困難さに応じた指導内容や
指導方法の工夫を計画的，組織的に行うこと」
という配慮事項が新設された。
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１．中学校数学科の目標
　今回の改訂では，各教科等の目標は「見
方・考え方」を働かせた学習活動を通して，
育成すべき資質・能力の三つの柱（⑴「知識・
技能」，⑵「思考力・判断力・表現力等」，
⑶「学びに向かう力，人間性等」）に則っ
て整理し，設定されている。
　中学校数学科の目標は以下の通りである。

　数学的な見方・考え方を働かせ，数学
的活動を通して，数学的に考える資質・
能力を次のとおり育成することを目指す。
⑴�　数量や図形などについての基礎的な
概念や原理・法則などを理解するとと
もに，事象を数学化したり，数学的に
解釈したり，数学的に表現・処理した
りする技能を身に付けるようにする。
⑵�　数学を活用して事象を論理的に考察
する力，数量や図形などの性質を見い
だし統合的・発展的に考察する力，数
学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・
的確に表現する力を養う。
⑶�　数学的活動の楽しさや数学のよさを
実感して粘り強く考え，数学を生活や
学習に生かそうとする態度，問題解決
の過程を振り返って評価・改善しよう
とする態度を養う。

２．目標を読み解くいくつかの視点
⑴　数学的な見方・考え方
　『中学校学習指導要領解説・数学編』には，
「数学的な見方・考え方」とは，「事象を，
数量や図形及びそれらの関係などに着目し
て捉え，論理的，統合的・発展的に考える
こと」と記されている。
　「数学的な見方・考え方」は，「数学的に
考える資質・能力を支え，方向付けるもの
であり，数学の学習が創造的に行われるた
めに欠かせないもの」でもある。数学の学
習は，この「数学的な見方・考え方」を働
かせながら，生きて働く知識・技能の習得
を図るとともに，未知の状況やより広い領
域や事象の問題に対しても思考・判断・表
現できる力を目指す。さらには，自らの学
びを振り返り，次の学びに向かおうとする
力も養う。このような学びを通じて，「数
学的な見方・考え方」そのものもより豊か
で確かなものとなる。
　したがって，数学の学習の中で，「数学
的な見方・考え方」を働かせる機会を意図
的に設定し，数学の学びがより豊かで深い
ものになることを期待している。
⑵　数学的活動の一層の充実
　数学的活動は，「事象を数理的に捉え，数
学の問題を見いだし，問題を自立的，協働

　　　目標について

より高みを目指す数学の学習へ
論説１

山崎  浩二　［岩手大学教授］
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特集▶新学習指導要領を読み解く！

的に解決し，解決過程を振り返って概念を
形成したり体系化したりする過程」となっ
た。従来の数学的活動の意味をより明確に
し，日常生活や社会の事象に関わる過程と，
数学の事象に関わる過程の二つの問題発
見・解決の過程を重視している。資質・能
力を育成するためには，学習過程の果たす
役割が極めて重要となる。単に分かるだけ
でなく，その分かり方も大切となる。した
がって，これまでと同様，数学的活動のよ
り一層の充実が，小・中・高等学校すべて
で記されている。
　数学的活動を日々の学習の過程に反映さ
せることにより，生徒が，目的意識をもっ
て事象を数学化し，自ら問題を設定し，そ
の解決のために新しい概念や原理・法則を
見いだし，概念や原理・法則に支えられた
知識及び技能を習得したり，思考力，判断
力，表現力等を身に付けたり，統合的・発
展的に考えて深い学びを実現したりするこ
とを目指している。数学を，既成のものや
固定的で確定的なものとみなしたりせず，
数学の学習に創造的に取り組もうとする態
度を養うことも期待している。
⑶　知識・技能
　「知識・技能」は，「数量や図形などに関
する基礎的な概念や原理・法則の理解」に
加え，「事象を数学化したり」「数学的に解
釈したり」することが，数学的に表現・処
理したりする技能とともに示されている。
単なる概念の理解に止まらず，問題解決に
必要となる方法の理解も，数学の大切な知
識・技能であり，それを持ってして，概念
の理解が促されるとともに，生きて働く概
念や知識にもなるとしている。知識は，「方
法知」としての知識も含み，技能もそれに
基づくものであるとし，知識・技能の習得
や習熟を，より広い意味で捉えようとして

いる。
⑷　思考力・判断力・表現力等
　「思考力・判断力・表現力等」は三つに
具体化されている。
① 論理的に考察する力
　論理的に考察する力は，様々な事象を数
理的に捉え，数学的に表現・処理し，問題
を解決し，解決過程を振り返り得られた結
果の意味を考察するといった一連の問題解
決過程に基づいて遂行されるものと明示し
ている。具体的には，解決のための見通し
をもち，確かな根拠に基づき考察し，得ら
れた結果の意味を条件や仮定に即して考察
すること，さらには，直観，帰納，類推と
演繹の二つの面を伸ばしていくことなどが
あげられている。
② 統合的・発展的に考察する力
　発展的な考え方とは，数学の問題のある
部分や条件について，より一般的にしたり，
より深化したりする考え方である。数学的
な関係や性質などの発見は，この考え方に
基づいてなされることが少なくない。統合
的な考え方とは，多くのことをばらばらに
せず，より広い観点から本質的な共通性を
見いだし，同じものとしてまとめていく考
え方である。問題の本質的な構造に着目す
るための大切な考え方でもある。
　統合的・発展的に考察することで，思考
や労力を節約しよりよく問題解決ができた
り，より一般的な性質やきまりを見いだし
たりすることができるようになっていく。
数学の問題も，より深く，より広く捉えら
れるようになり，数学の学習の楽しさに気
づく機会にもなる。この2つの考え方は，「発
展し，統合する」あるいは「統合し，発展
する」と，互いに連動することでそのよさ
が実感できる。算数科の目標にも明記され，
小・中連携して育成したい。
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③ 事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力
　言葉や数，式，図，表，グラフなどの様々
な数学的な表現は，目的に応じて的確に選
択したり，幾つかの表現を相互に関連付け
たりしながら，本質を捉えたり，理解を深
めたりする中で育まれる。今回の改訂では，
数学の内容の骨子に，新たに「数学的に表
現すること」が加えられている。数学的な
表現のもつ働きやそのよさについて実感を
持って理解することが大切であろう。
⑸　学びに向かう力，人間性等
　「数学的活動の楽しさ」「数学のよさ」「数
学を生活や学習に生かそうとする態度」「問
題解決の過程を振り返って評価・改善しよ
うとする態度」の四つに具体化されている。
　数学を生活や学習に生かそうとする態度
については，数学の学習に止まらず，広く
社会生活全般，さらには思慮深く賢明な市
民の育成をも想定し，数学の役割や大切さ
に気づくとともに，数学を積極的に活用す
る態度の涵養が記されている。数学を学ぶ
意義を明確にするとともに，今回の改訂で
は，四つの領域全ての学習内容でその活用
が想定されている。
　また，問題解決の過程を振り返って評価・
改善しようとする態度については，自らの
ことだけに止まらず，例えば協働的な活動
を通して，他者の存在，他者の考え方に積
極的に触れ，生徒同士の多様な考えを認め
合いながら，自他の評価・改善を図ること
が記されている。柔軟で，かつ創造的な学
習展開が望まれる。

３．各学年の目標
　各学年の目標も，教科の目標と同様，三
つの柱に分けて記されている。
　今回の改訂では，現行のＤ領域の名称が
「データの活用」に改められた。「データの

分布に着目し，その傾向を読み取り批判的
に考察して判断」（第２学年・目標⑵）など，
全ての学年の目標には「批判的に考察して
判断」することが示された。批判的に考察
するとは，自他の問題解決の過程を振り
返ったり，解決の結果や方法などを多面的
に吟味したりすることなどが想定されてい
る。
　また，目標⑶には，第１学年では「多面
的に捉え考えようとする態度」，第２・３
学年では「多様な考えを認め」という文言
が入り，数学の学習における多面的・多様
な見方や考え方についても記されている。

４．高みを目指すにあたって
　目標は，生徒の学力・学習状況等を踏ま
え，資質・能力の育成を鑑み，より高みを
目指した内容となっている。数学を学ぶ意
義を明確にし，数学の果たしていく役割に
も言及するなど，質の高いものである。
　学校現場には，これらをどう具体化し，
どう授業に反映していくのかが問われる。
週時数が変わらぬ中，確かな理解や深い学
びを実現するためには，一つひとつの学習
内容をもう一度見直し，より深い教材研究
に勤しむ必要がある。指導内容に軽重をつ
けたり，ICTを積極的に活用するなど，丁
寧かつ大胆な工夫も必要となる。問うべき
ことを問い，生徒の考えや反応にも柔軟に，
そして真摯に向き合い，豊かで，深みのあ
る指導が求められる。
　数学的な見方・考え方を働かせるとは，
数学的な「知恵」を付けていくことでもあ
る。AI（人工知能）などにはできない，人
としての「知恵」が身につくよう，その指
導のあり方が教員にも改めて問われること
になろう。



10

特集▶新学習指導要領を読み解く！

１．新学習指導要領における内容の示し方
　「生きる力」を育てることの一層の実現
へ向け，平成 29 年３月に次期学習指導要
領が告示された。この学習指導要領がこれ
までと大きく異なる点のひとつは，各教科
の内容が資質・能力の視点から整理されて
示されたことである。これまでの学習指導
要領における内容の示し方は，「教員が何
を教えるか」という観点を中心に組み立て
られており，教えるべき内容に関する記述
を中心に，知識や技能の内容に沿って順序
立てて整理したものとなっていた。そのた
め，一つひとつの学びが何のためか，どの
ような力を育むものかは明確ではなく，こ
のような教えるべき内容に関する記述を中
心とした学習指導要領では，指導の目的が
「何を知っているか」にとどまり，「何がで
きるようになるか」まで発展しないという
批判もあった。このようなことも踏まえ，
今回の改訂では，資質・能力により内容を
整理することとなった。資質・能力につい
ては，海外の事例やカリキュラムに関する
先行研究の分析を踏まえ議論した結果，三
つの柱として整理された。三つの柱とは，
・�何を理解しているか，何ができるか（生
きて働く「知識・技能」の習得）
・�理解していること・できることをどう使

うか（未知の状況にも対応できる「思考
力・判断力・表現力等」の育成）
・�どのように社会・世界と関わり，よりよ
い人生を送るか（学びを人生や社会に生
かそうとする「学びに向かう力・人間性
等」の涵養）
である。
　この三つの柱は，学校教育法第 30 条第
２項が定める学力の三要素とも共通するも
のである。この三つの柱が学習指導要領で
は，「知識・技能」「思考力・判断力・表現
力等」については，目標のほかに，各学年
の内容の中で示され，「学びに向かう力・
人間性等」については，数学科の目標や各
学年の目標の中に整理し，位置づけられた。
重要なことは，これらの資質・能力を，数
学的活動を通して身につけることが明確に
示されたことである。各学年の内容のすべ
てについて「数学的活動を通して，次の事
項を身に付けることができるよう指導す
る。」とされ，数学的活動の充実がこれま
で以上に強調されることとなった。各学年
の指導事項ごとに示されている「思考力・
判断力・表現力等」については，今回の改
訂では，主として日常生活や社会の事象に
関わる過程と，数学の事象に関わる過程の
二つの問題解決の過程が重視されているた

　　　内容について

指導する内容はどのように変わるのか
論説２

鈴木  誠　［東京学芸大学附属世田谷中学校教諭］
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め，多くの場合，この二つの過程が活動を
通して実現されるように記述されている。
これまでもそうであったが，数学的活動は
特別な活動として行えばよいものではない。
数学的活動は，日々の授業の中で実現され，
生徒たちが数学的な資質・能力を身に付け
ていくことが必要であるということが学習
指導要領の中に明確に示された。

２．新たに加わった内容や移行された内容
　中学校数学科に移行された内容，新たに
指導する内容は以下のようなものである。

第
１
学
年

・�用語「素数」� ←�小学校第５学年から

・�自然数を素数の積として表すこと

� ←�中学校第３学年から

・�用語「平均値，中央値，最頻値，階級」

� →�小学校第６学年へ

・�用語「累積度数」　（新規）

・�多数の観察や多数回の試行による確率

←�中学校第２学年から

・�誤差や近似値，a× 10n の形の表現

� →�中学校第３学年へ

第
２
学
年

・�用語「反例」　（新規）

・�四分位範囲や箱ひげ図　（新規）

・�多数の観察や多数回の試行による確率

� →�中学校第１学年へ

第
３
学
年

・�自然数を素因数に分解すること

� →�中学校第１学年へ

・�誤差や近似値，a× 10n の形の表現

� ←�中学校第１学年から

⑴　統計教育の充実
　中央教育審議会答申において「社会生活
などの様々な場面において，必要なデータ
を収集して分析し，その傾向を踏まえて課
題を解決したり意思決定をしたりすること
が求められており，そのような能力を育成
するため，高等学校情報科等との関連も図

りつつ，小・中・高等学校教育を通じて統
計的な内容等の改善について検討していく
ことが必要である。」とされ，それを受け
て表を見ても分かるように，統計的な内容
について充実が図られた。これまで１年で
は代表値の指導がされていたが，今回の改
訂により，代表値は小学校へ移行された。
小学校では代表値とともに，柱状グラフと
してヒストグラムや度数分布表についても
学習している。中学校では，このような小
学校での学習をもとにして，データの分布
に着目し，傾向を読み取り，批判的に判断
することが期待されている。階級の幅を変
化させることによって，読み取ることがで
きる傾向が変化することや，データの分布
と代表値の関係などについては１年で扱う
ことになる。データを整理することが中心
となるのではなく，統計的手法を利用し，
批判的に考察し，判断する場面を授業の中
につくり指導することが期待されている。
　２年では，四分位範囲や箱ひげ図が新た
に加わった。１年で学習したヒストグラム
や相対度数などを用い，傾向をとらえ判断
し，説明する学習を受け，四分位範囲や箱
ひげ図を用いて，分布を比較する方法を学
ぶ。そして，それを用いて批判的に考察し，
判断することが求められる。箱ひげ図を用
いることで，複数の集団を比較することが
容易になる。しかし，逆に詳しい分布の様
子が見えにくくもなる。考察にあたっては，
四分位範囲や箱ひげ図だけによるのではな
く，必要に応じ，これまでに学習してきた
代表値やヒストグラムなどを用いて，多面
的に考察することが必要である。
　確率についても，統計的確率が１年へと
移行された。学習する際には，形式的なも
のとならないようにし，相対度数と関連づ
けて扱うことも考えられる。単に統計的確
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率を求めるだけではなく，統計的確率を求
め，それを場面の中で読み，事柄を判断す
るような場面をつくることが大切である。

⑵　素数
　素数の用語が小学校５年から移行される
とともに，これまで中学３年で学習してい
た素因数分解も１年で扱われることとなっ
た。素数を１年において扱うことにより，
素因数分解を自然数，素数，倍数，約数，
公倍数，公約数などと関連づけ，整数の性
質を探るひとつの道具として利用すること
ができるようになる。また，素数や素因数
分解を正の数・負の数の学習の前に位置づ
ければ，算数で学習してきた，倍数，約数，
公約数，公倍数，最大公約数，最小公倍数
について学び直す場面にもなる。１年の最
初の場面で，小学校の内容を振り返ること
は，中１ギャップを和らげるひとつの手だ
てとなり，小中のスムーズな接続につなが
るのではないだろうか。

３．学びに向かう力，人間性等とは
　「学びに向かう力，人間性等」は「知識・
技能」「思考力・判断力・表現力等」という
資質・能力をどのような方向に働かせてい
くかを決める重要な要素である。また，主
体的に取り組む態度や協動的に問題解決に
取り組む姿勢なども含まれており，どのよ
うにして社会や世界と関わり，よりよい人
生を送るかを決める重要な要素でもある。
この中には，感性や思いやり，自分の感情
や行動を統制する力など，観点別学習状況
の評価にはなじまないようなものも含まれ
る。したがって，観点別学習状況での評価
の観点としては，「主体的に学習に取り組
む態度」とし，感性や思いやりは評価の対
象外とする必要性があると，中央教育審議

会答申では指摘されている。「学びに向か
う力，人間性等」を育むには，日々の学習
活動において，主体的に取り組む場面，協
動的に解決する場面が意図的に設けられ，
教科を学ぶ意味や意義が伝わるような指導
がされることが求められる。

４．これから求められる授業
　計算ができる，知識や技能があるという
だけではなく，それをどう使うか，自分自
身でどう生み出すかということがこれから
の授業の中では大切にされる必要がある。
そのためには，新たに整理された数学的活
動をどう授業で実現するかを考えていくこ
とが重要である。数学を統合的・発展的に
とらえ，授業づくりを行うことは，このよ
うな視点から見たとき，授業づくりの大切
な視点であると考える。例えば，連立方程
式の学習を行うときに，既習の一次方程式
と結びつけ，計画的に指導が行われるので
あれば，連立方程式の指導は，一次方程式
の発展として位置づくであろう。そのよう
に考えれば，どのようにして連立方程式を
一元一次方程式に帰着するのかということ
を考えることが，連立方程式をどのように
解くかということの学習と密接につながる
ことになる。これは一つの例であるが，学
習する内容が既習事項の発展として導入さ
れるような授業づくりの在り方は，これか
ら一層必要となるのではないだろうか。統
合的・発展的というと難しく捉えがちであ
る。内容を学習してさらに深める統合的・
発展的ばかりではなく，既習事項をもとに，
統合的・発展的に考えることで，新しい学
習内容を学んでいくような展開も大切にし
たい。
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　私事になるが，この３月に退職を迎えた
時，多くの卒業生がクラス会を開いてくれ
た。卒業して何十年も経つ生徒がクラス会
に招いてくれて，私の退職を祝ってくれる
ということは，心から教師冥利に尽きると
感じたひとときであった。そして集まった
卒業生は「先生，俺，誰だか，わかる？」
と言ってくる。そして，名前を答えると，
「今，○○という仕事をやっているんだ。何
かあったら相談に乗るから，連絡してよ。」
と，自慢げに話してくる。中学校当時に多
くのことで手をかけた生徒ほど，そういう
会話が弾む。その時，確かにたくさん手を
かけさせられたが，このように私の前に来
て，誇りを持って自分の職業のことを話し
てくれるのは，ホッとした気持ちになると
ともにうれしさを感じる瞬間である。
　さて，中央教育審議会答申では，新しい
学習指導要領は 2030 年の社会とそしてさ
らにその先の豊かな未来において，子供た
ちがよりよい人生とよりよい社会を築いて
いくために，教育課程を通じて初等中等教
育が果たすべき役割を示すものであるとし
ている。このように述べられた要因の一つ
に，ニューヨーク市立大学のキャシー・デ
ビットソン氏の「子供たちの 65％は将来，
今は存在しない職業に就く」ということや，

マイケル・オズボーン氏の「今後 10 年か
ら 20 年程度で，半数の仕事が自動化され
る可能性が高い」という予想がある。また，
「2045 年には人工知能が人間の能力を超え
るというシンギュラリティ（技術特異点）
に達するという指摘」などのAI の急速な
進歩もある。実は，このことは，今，教室
にいる目の前の子供たちが 2030 年にクラ
ス会を開いた時の会話と考えるとリアリ
ティーのあるものになる。「先生，俺，勤
め先がなくて，どうしたらいいんだろう？」
と言ってくる子供がいるかもしれない。ま
た，ある子は「今，○○をやっているんだ。」
と，今後，新たに生まれる職業を言うこと
もあるであろう。このように考えてみると，
今，教室にいる子供たちの将来を創るラス
トチャンスとなるのが，この新しい学習指
導要領なのかもしれない。
　先程のクラス会を開いてくれた生徒達に，
私は数学の授業中に口癖のように言ってい
たことがある。当時は生徒指導上の課題が
多くあった。言葉に詰まれば手が出る。ま
た論理よりも，「やった者勝ち」，「キレる」，
注意すれば「関係ねえよ」などと返ってき
た。そんな時だからこそ，数学の授業では
「数学は物事を理性的，客観的に捉える教
科だよ。」，「説明し相手に分かってもらう

　　　数学的活動について

数学的活動の期待する数学的に考える
資質・能力の育成をめざして

論説 3

芹澤  成司　［玉川大学教師教育リサーチセンター客員教授］



14

特集▶新学習指導要領を読み解く！

ことが大切なんだ。」と言い続けてきた。授
業では，「なぜそうなるの？」，「根拠は？」，
「説明してみよう。」，「本当に正しいのだろ
うか？」，「言い換えたらどうなるかな？」。
はじめはかったるく思っていた生徒達もそ
のトーンに馴染んでくる。そして，生徒指
導上の問題で対応している時も，私が来る
とそのようなことを話してくる。その中で，
生徒は本音を言うようになり，私もそれに
対して真剣に答えていく。そんな人間関係
が出来上がった。それが先程のクラス会で
の会話の裏にあったのかもしれない。
　新しい『中学校学習指導要領解説・数学
編』を読んで感じたことは，私がやってき
た数学がそこにあるということである。改
訂の経緯には「人工知能がどれだけ進化し
思考できるようになったとしても，その思
考の目的を与えたり，目的のよさ・正しさ・
美しさを判断したりできるのは人間の最も
大きな強みである……このような時代に
あって，学校教育には，子供たちが様々な
変化に積極的に向き合い，他者と協働して
課題を解決していくことや，様々な情報を
見極め知識の概念的な理解を実現し情報を
再構成するなどして新たな価値につなげて
いくこと，複雑な状況変化の中で目的を再
構築することができるようにすることが求
められている。」と述べられている。これ
こそは，私たち教師の願いである。新学習
指導要領は，目の前の子供をどうするかを
明確に打ち出し，その子供たちにどのよう
な資質・能力を大人の責任において身に付
けさせるかを丁寧に述べている。
　今回の改訂では，数学的に考える資質・
能力を育成する観点から，現実の世界と数
学の世界における問題発見・解決の過程を
学習過程に反映させることを意図して数学
的活動の一層の充実を図っている。また，

社会生活などの様々な場面において課題解
決したり意志決定をしたりするための能力
を育成するために統計的な内容等について
の改善・充実も図られている。ここでは，
現行の学習指導要領では，「生徒が目的意
識をもって主体的に取り組む数学に関わり
のある様々な営み」とされていた数学的活
動について考えてみたい。
　新学習指導要領では，数学的活動を「事
象を数理的に捉え，数学の問題を見いだし，
問題を自立的，協働的に解決する過程を遂
行すること」とし，さらに，数学的活動と
して捉える問題発見・解決する過程として，
「日常生活や社会の事象を数理的に捉え，数
学的に表現・処理し，問題を解決し，解決
過程を振り返り得られた結果の意味を考察
する過程」と「数学の事象から問題を見い
だし，数学的な推論などによって問題を解
決し，解決の過程や結果を振り返って統合
的・発展的に考察する過程」という２つを
明示している。これは，より実社会との関
わりを意識する中で，数学で学んだことを
生徒一人一人の今後の社会生活や人生に生
きて働くものにしていくという意図が読み
取れる。数学を学ぶことで問題を解決する
ことの面白さ，楽しさ，喜びを得れたなら
ば，それは今後の人生の中でのさまざまな
場面での問題や課題に向かっていく原動力
になり，そのこと自体が豊かな人生を送っ
ていくことに関わってくると考えられる。
またそれだけでなく，先を見通し思慮深く
生きていくことにも繋がってくるだろう。
　数学は，ある人が数学的問題を発見・解
決した時，それに続く人がその発見・解決
の内容や過程を再度振り返り，さらに考え
続けることで発展してきた学問である。『中
学校学習指導要領解説・数学編』では，改
めて，数学の発展の歴史を振り返り，振り
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返ることにより新たな発見を生徒に促すこ
とが大切であるとし，「他に分かることが
ないかを考えること」，「問題解決の過程を
振り返り，本質的な条件を見いだし，それ
以外の条件を変えること」，「問題の考察範
囲自体を拡げること」，「類似な事柄の間に
共通する性質を見いだすこと」などの視点
を示している。ここに述べられていること
は，私たちが今までの授業で大切にして数
学的活動に取り組んできた視点である。だ
からこそ，「主体的・対話的で深い学び」の
実現に向けた授業改善は，新しい指導法を
導入することではなく，今までの蓄積を生
かし，なぜ数学的活動の記述が変わったの
か，その背景を含めて私たちが考え，理解
し，再び捉え直していく。このようなこと
が求められているのではないかと思われる。
　新しい知識は，今までの自分の経験の中
で得た知識と関連付けられた時に，いつま
でも自分に残り，今後の生活の中で活用し，
発展できるものになると言われている。そ
のような知識や考え方を身に付けるために
数学的活動がある。社会生活や自然界にお
ける事物・現象等の広い範囲にわたる事象
について考察するために「事象を数学の舞
台に乗せる」ということが，私は何よりも
重要なことであると考えている。「事象を
数学の舞台に乗せる」ということは，日常
生活や社会の事象を数理的に捉え，数学的
に表現・処理することである。それは，数
学を実生活と関連付ける手立てであり，数
学を学ぶことのよさを生徒に指導する大切
な方法である。そして，時としてはそこか
ら，導き出された内容を，より数学の高い
舞台に乗せることもあるだろうし，数学の
舞台から一旦下ろして，何をやってきたの
か，数学的活動の意味を捉え直すというこ
ともあるであろう。また，小学校の低学年

の算数の授業を見ていていつも感じるのは，
様々な教材を使って行われる数えることや
測ることなどの数学的活動を通して，子供
たちは自然に数学を学び，教師はそのこと
の意味づけをすることが大切であるという
ことである。中学校の数学的活動は，小学
校で学び（学んだ内容だけでなく，その内
容を感得できた方法も含めて）を基に数学
的活動を展開していくことが求められる。
そこには振り返り，吟味していくというこ
とが大切なポイントとなってくる。このよ
うな授業展開によって，数学科の目標は達
成されていくものである。
　こうやって考えると，１時間だけの授業
展開を考える本時中心から，単元中心に考
える指導にシフトしていかなければならな
い。これは，学習指導要領の「第３　指導
計画の作成と内容の取扱い」の中の「単元
などの内容や時間のまとまりを通して，…
主体的・対話的で深い学びの実現を図るよ
うにすること。」という記述からもわかる。
そのためにも教材研究の大切さをもう一度
認識しなければならないであろう。
　最後に，中央教育審議会答申では「学習
指導」に「生徒指導」の視点を生かしてい
くことが述べられている。これは，「主体的・
対話的で深い学び」を実現するために，児
童生徒理解の深化，児童生徒の自己選択や
自己決定を促す指導の必要性から述べられ
たことである。生徒への深い理解と共に，
生徒のよりよい選択・決定のために私たち
自身が数学を学ぶ価値と意味をもう一度考
え，数学的に考える資質・能力をどう育成
していくかが私たちの大きな課題である。
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特集▶新学習指導要領を読み解く！

１．はじめに
　この７月に公表された次期学習指導要領
の解説書 p.6 には以下のような記述がある。
「中学校数学科においては，数学的に考え
る資質・能力を育成する観点から，現実の
世界と数学の世界における問題発見・解決
の過程を学習過程に反映させることを意図
して数学的な活動の一層の充実を図った。」
　これは，算数・数学が「できる」「わかる」
だけではなく，算数・数学を「創る」こと
や「使う」ことができるように，問題解決
の際には，数学的なプロセスにも焦点を当
てて指導していこうというメッセージでも
あると受け止めることができる。
　また，「主体的・対話的で深い学び」の
実現に向けた授業改善の推進ということも
求められている。ただし，その際の留意点
の１つとして，「児童生徒に求められる資
質・能力を育成することを目指した授業改
善の取組は，既に小・中学校を中心に多く
の実践が積み重ねられており，特に義務教
育段階はこれまで地道に取り組まれ蓄積さ
れてきた実践を否定し，全く異なる指導方
法を導入しなければならないと捉える必要
はないこと」という記述もある。
　新たな教材開発も必要であろうが，これ
までに行われてきた実践を今回の改訂の主
旨に合わせて再構築していくことの研究も

大切なのではないかと考える。
　なお，「指導計画の作成と内容の取り扱
い」の３では，「数学的活動の取組におけ
る配慮事項」として，「各領域の指導に当
たっては，観察や操作，実験などの活動を
通して，数量や図形などの性質を見いだし
たり，発展させたりする機会を設けること」
という項目が新設されていることにも留意
しておきたい。

◇　　◇　　◇　　◇　　◇
　今回取り上げる題材は，課題学習の１つ
として，かなり以前から話題にされていた
ものの１つであり，既に多くの実践例もあ
ると思われるが，特に若い先生方への教材
開発のヒントにもなるのではないかと考え，
ここに紹介することにした。

２．缶を束ねて持ち運べるか？

＜問題＞
円柱形の缶を紐で束ねて，持ち運びがで
きるようにしたい。どのように並べて束
ねたらよいだろうか。

＜準備＞
①��小さな円板（コインやゲームで使用する
チップなど，机上で操作できるものがよ
い。）
②��円柱の立体模型（工作用の小さなもので
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よい。筆者の地元ではφ30mm×高さ
30mm の円柱 12 個入りを 100 円で入手
できた。）
※��①，②は１人に６個以上配布できるよう
に準備したい。なお，②の円柱の模型は，
授業の後半において一連の考察の検証の
ために用いるようにしたい。

※��②を束ねる際には，輪ゴムを使用すると
いろいろな場合を確かめるのに都合がよ
い。

　さて，考察に入ろう。缶が１本や２本の
場合は問題ないと思うので，缶が３本以上
の場合について順に調べていくことにする。
以下，缶の底面の円の半径を rとして考え
ることにする。
　３本の並べ方の平面図は，図１や図２の
ような場合が考えられるが，図１のような
束ね方では持ち運ぶことができないことは
容易に理解できるであろう。持ち運びがで
きるようにするには，少なくとも束ねる紐
の長さを最短にする必要がある。
�

　４本の場合にはどのように配置すればよ
いだろうか。１列に配置した場合を除くと，
例えば図３や図４のような並べ方が考えら
れる。
　�

　図３と図４の場合について，実際に紐で

束ねてみると，すき間の面積が小さく接点
の多い図４の方が安定する。したがって，
周囲の長さも図４の方が短くなると考える
生徒がいるかもしれないが，図３と図４で
は束ねる紐の長さは同じである。よって，
どちらの場合も紐は緩まず，持ち運ぶこと
ができる。
　周の長さを求めるときには，「対話的な
学び」を通して，以下の点を生徒が自ら見
いだすようにしたい。
①�　缶の本数が増えても，曲線部分の紐の
長さは１本の缶の周りの長さ 2πrであり
変化しない。
②�　直線部分の長さは，円の中心を結んだ
線分の長さと等しい。因みに，これは円
の直径 2r と一致する。
　�

　５本の場合には，図４の配置に１本を加
えた図５のような場合に，束ねる紐の長さ
が最短となり安定する。

　ここまでの考察を表に整理すると，右下
のようになる。このような整理は，以降の
考察の見通しを
立てるのに役立
つが，帰納的な
推論は常に成り
立つとは限らな
いことを知る機
会にもなる。

図１ 図２

図３ 図４

図５

缶の個数 紐の長さ

１ 2πr

２ 2πr＋4r

３ 2πr＋6r

４ 2πr＋8r

５ 2πr＋10r
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３．６つの缶を束ねて持ち運べるか？
　６本の場合にはどのように配置すればよ
いだろうか。
これまでの考
察より，図６
のような配置
がよさそうだ
と考える生徒
も多くいるで
あろう。これだと，紐の長さが 2πr＋12r
となって，予想とも一致する。
　この他にも，図７や図８のような配置が
考えられるが，これらの紐の長さも皆� �
2πr＋12r となる。
　

　このあたりの考察まで進んだら，実際に
円柱を使って作業をさせてみるとよい。
　「これで一件落着」としたいところである
が，実はそうはいかない。６缶については，
図９のように，
紐の長さがもっ
と短くなる場合
があるからだ。
このような意外
性のある課題は，
探究心を掻き立
てることができる。
　生徒によっては，円柱による操作をする
前の段階でこの事実に気づく場合もあるだ

ろう。計量計算は，中学校３年生の三平方
の定理の学習まで待たなければならないが，
大小関係だけであれば中学校１年生（小学
生）でも理解は可能である。
　この課題は，「深い学び」の可能性がま
だまだ続く。図形の
対称性に着目して，
図10の場合に紐
の長さが最短とな
るのではないかと
考える生徒がいる
かもしれない。
　このときの紐の長さは 5　10−2　5�r とな
るので，中学生にはちょっと難しいが，正五
角形の対角線の長さについては，教科書の
『自由研究』でも扱っているので，二重根
号の一歩手前の段階を近似値で処理すれば
解決することは可能である。若干であるが，
図９の場合より長いことが判明する。
　生徒によっては，７つ以上の缶の場合に
ついて，６缶の場合と同じようなパターン
になるものがないかどうかを探究したり，
新たな規則性を見いだそうとしたりするか
もしれない。

４．おわりに
　今回紹介した課題は，小学生から高校生
まで，いろいろと楽しめる題材である。
　本稿では誌面の都合もあり，題材の紹介
と大まかな展開のみを示すに留めたが，こ
れをどの学年のどのような生徒を対象とす
るか，また何を目標として授業を行うかに
よって，いろいろな展開が考えられると思
う。各学校段階の指導者によってそれぞれ
工夫していただければ幸いである。

図６

図７

図８

図９

図10
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一．公立高校入試問題

平成 25 年度～平成 28 年度に実施された
全国の公立高等学校の入試問題の中から
良問を厳選しました。詳しい解説がつい
ているので，生徒の自習にも使えます。

二．小テスト

教科書の基礎・基本を中心とした
小テストです。テストとして使用できる
ほか，日ごろの授業の復習としても
使用することができます。

三．授業で使える動画集

図形の性質を確かめる実験動画です。
動画の時間は 1～ 3分で，短時間で
視覚的に学習内容を確認することが
できます。

1３年 ４章　関数 y ＝ ax2

３年 ４章　関数 y ＝ ax2

1　関数 y＝－　 x2 について，xの変域が－6 ≦ x≦ 4
のとき，yの変域は a≦ y≦ bである。
　　このとき，a，bの値を求めなさい。� 〔＇16神奈川〕

2　関数 y＝　 x2 について，xの値が 6から 9まで増加
するときの変化の割合を求めよ。� 〔＇15東京〕

3　関数 y＝ax2 について，xの値が－3から－1まで増
加するときの変化の割合が－3であった。
　　このとき，aの値を求めなさい。� 〔＇15神奈川〕

4　下の図のように，関数 y＝　 x2のグラフ上に2点A，
Bがあり，点Aの x座標は－4，点 Bの座標は（2，2）
である。2点A，Bを通る直線と y軸との交点をCと
する。また，点 Bを通り，y軸に平行な直線と x軸と
の交点をDとする。
　　このとき，次の問い⑴・⑵に答えよ。� 〔＇13京都〕

⑴�　点Aの y座標を求めよ。また，2点A，Bを通る
直線の式を求めよ。

⑵ 　関数 y＝　 x2 のグラフ上に x座標が正である点E
をとる。△OECと四角形ODBCの面積が等しくな
るとき，点Eの座標を求めよ。

［解答欄］
1

a＝

b＝

1
2

［解答欄］
2

1
3

［解答欄］
3

［解答欄］
4 ⑴

点Aの y 座標　　　�

２点A，Bを通る直線の式�

　　　　　�

⑵

1
2

1
2

A

B

C

O D
xx

yy

小テスト� 実施日　　　年　　　月　　　日

中学数学2 年 　　　　組 　　　　番

名前

1.　次の式を単項式と多項式に分けなさい。また，多項式については，その項をいいなさい。

㋐　4a＋３ ㋑　－ 5ab ㋒　2x－ 3y＋1
㋓　－ 6x ㋔　x2＋x－ 7

　　単項式……

　　多項式……

2.　次の式は何次式ですか。

⑴　－ x2＋3x－ 1

⑵　6a－ 5b

⑶　x－ 4x－ 3xy

1章　式の計算　　1節　式の計算
①　単項式と多項式� � 教 p.12 ～ 14

1

←教育出版HPよりダウンロードが可能です↓
http://www.kyoiku-shuppan.co.jp/textbook/chuu/sugaku/

教育出版の教科書の紙面をアプリに認識
させると，その紙面に関連したデジタル
教材が表示されます。スマートフォンや
タブレットで使えます。 検索教科書リンク

ダウンロ
ード

無料！

教科書紙面と連携するアプリもあります！
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TEL:	089-943-7193　FAX:	089-943-7134
九州支社	 〒812‐0007	福岡市博多区東比恵2-11-30	クレセント東福岡	E室	

TEL:	092-433-5100　FAX:	092-433-5140
沖縄営業所	 〒901‐0155	那覇市金城3-8-9	一粒ビル	3F	

TEL:	098-859-1411　FAX:	098-859-1411
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ゲートウェイ・アーチ

アメリカ合衆国のセントルイス市に
あるモニュメントで，地上約 190m
の最上部に展望台が設けられてい
る。アーチの形状は，放物線ではな
く，カテナリー曲線（懸垂線）であ
る。また，アーチの断面は正三角形
で，地表部から上部にいくにした
がって，正三角形の１辺の長さが
徐々に小さくなっている。


